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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 上村氏の業績は、憲法のほぼ全領域をおおうものとなっているが、その中から、フランスの人権に関する論
稿を収録したのが本論文である（性的自由に関する論稿を収録したのが参考論文である）。 
 本論文には、それぞれの論稿が公表されてから本論文刊行までの期間のフランス法の展開が十分にフォロー
されているとはいえない、日本国憲法の解釈論との関連について直接には論じていないとのうらみはある。 
 しかし、本論文に収録された論稿の多くは、これまでほとんど比較法研究の対象とはされてこなかったテー
マを取り上げて、比較法的に緻密な検証を行ったものであり、先駆的業績としての価値を有している。たとえ
ば、第２章の電話盗聴については、ドイツ法とイギリス法の司法盗聴についての比較法研究は幾つか存してい
たが、その余は皆無に近い状況であり、本論文にはその空白を埋めるという意義があり、とりわけ、行政盗聴
についての比較法研究には、先駆的価値がある。第５章の映画検閲制については、国の中央レベルで映画の検
閲制が採用されているのは、フランス、イタリヤ等ごく少数の国であるが、そのフランス法の特異性の指摘は、
日本と比べると興味深く、最初の比較法研究として有意義である。第６章の良心的兵役拒否については、アメ
リカ法とドイツ法の比較法研究はかなりなされているが、フランス法については本論文が最初の比較法研究で
あり、フランス法の空白部分を埋めるという意義を有している。 
 また、一方では、映画検閲制、電話盗聴、緊急権等での上述の指摘にみられるように、人権侵害への危険性
を浮き彫りにし、他方では、政治的ビラ貼り、セクシュアル・ハラスメント等での上述の指摘にみられるよう
に、人権保障にとっての先進面を浮き彫りにしており、それらの点において、日本国憲法への黙示的示唆も含
まれており、比較法研究としての意義も高い。 
 また、参考論文として提出された「性的自由と法」は、1970年代から1980年代にかけての欧米の性的自由に
関する法制度・判例を、当時の社会的背景や歴史をも踏まえて、検討したものである。そこから、日本法とり
わけ日本国憲法にとってどのような示唆を引き出しうるかについては、明示的には示されていないが、本書は、
当時日本で論じられることが少なかったテーマについての先駆的業績であり、しかも、①フランス・アメリカ・
イギリス・ドイツ等の広範な国々を比較法研究の対象としている、②強姦罪、中絶、私通、同棲、姦通、同性
愛者の処罰・婚姻・雇用等の広範な問題を検討対象としている、との2つの面において、最も包括的かつ詳細な
労作となっている。 
 以上のように、上村氏は、ほとんど比較法研究の対象とはされてこなかった領域から、日本国憲法にも黙示
的に示唆を与えうるテーマ、フランスに特有の法制度を取り出し、そこでの法令や判例はもちろんのこと当時
の社会的背景、法の制定過程、運用実態をも取り込んで緻密な検証を行うという研究スタイルを確立しており、
本研究科「論文提出による博士」審査規程３条２号にいう「専攻分野について、研究者として自立して研究活
動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学
識を有する者」といいうる。 
